
1 
 

 

 

 

 

 

2019 埼玉バスケットボール育成リーグ事業概要 

 

 

 

日時 2019 年 2 月 6 日（水） 

場所 スポーチ研修センター 

平成 30 年度埼玉県中学校体育連盟バスケットボール専門部  

第 2 回 常任委員・専門委員長会議 

 

 

一般社団法人埼玉県バスケットボール協会 U15 カテゴリー部会 

 



2 
 

 

１ リーグ戦の⽬的及び事業概要 
➀−１ リーグ戦の⽬的 
 リーグ戦を⾏う⽬的を次のように定める。 
 Ⅰ 登録したすべての選⼿の⻑期的な育成を図ること。 

Ⅱ 実⼒が拮抗したゲームの設定を通して、選⼿の育成を図ること。 
 トーナメントによる試合⽅式は勝ち上がっていくチームの試合数が増える⼀⽅、負けてしまったチームは
その後の試合が確保されない。つまり、トップのチームの育成を図ることができる⼀⽅、それ以外のチームの
成⻑の機会を失ってしまうことにつながりかねない。特に、多くの経験が成⻑には不可⽋である１５歳以下の
育成世代にとっては、成⻑の芽を摘んでしまうことになる。同時に、組み合わせによっては拮抗したゲームが
保証されにくくなるという問題もある。 
 そこで、１５歳以下の育成世代において階層化されたリーグ戦を実施する。階層化することにより、実⼒が
拮抗したチーム同⼠の試合が設定しやすくなるとともに、適正な競技レベルでの経験値の増加にもつながる。
また、リーグ戦に参加する１チームあたりの適正な⼈数を設けることで、登録したすべての選⼿が、適正なレ
ベルでの試合の経験を積むことができると考えられる。 
 ただし、ここで⼀つ注意をしておきたいのは、今回の事業によりリーグ⽅式の⽅がトーナメント⽅式よりも
優れていることを⽰すものではないということである。本事業は世代や⽬的にあった試合⽅式を提案するも
のである。つまり、育成世代におけるリーグ⽅式とトーナメント⽅式の融和を図り、選⼿の更なる成⻑を⽬指
すものである。 
➀−２ 事業概要 
 Ⅱ ⽬的達成のため、都道府県協会（PBA）の独⾃性を活かしながら計画・実施する事業である。 
 Ⅲ リーグ戦を実施することが⽬的ではなく、リーグ戦⽂化を定着させることで、拮抗した試合を設定し、

選⼿や指導者の育成を⽬指すものである。 
 ③ 埼⽟県 U１５カテゴリー部会では、２０２０年度完全実施。 

今回の事業を⾏うことにより、様々な場⾯での変化が起こる。現在考え得る変化は、①試合数の増加、②１
団体１チームからの脱却である。総当たりでの試合になるため公式試合の数はこれまでよりも増加するチー
ムがほとんどである。同時に、１団体１チームという制限は設けずに、選⼿の技量や年齢に応じて複数のチー
ムで参加することも可能としたため、これまでは試合に出る機会が少なかった選⼿にも、その選⼿の技量に応
じた機会の増加が⾒込まれる。ただし、これらは新しい変化であり、既存の考え⽅だけでは適切な運営は難し
いと考えられる。機会を増やすということは、その分それを⽀える指導者や役員の協⼒が必要である。これま
でも多くの⽅々が様々な⽅⾯から埼⽟県のバスケットボールの向上にご尽⼒いただきました。今回の事業は、
選⼿の育成を第⼀義とする⼀⽅で、埼⽟県のバスケットボールが益々発展することを⽬指すものでもある。 
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#$u男子育成d 下重"葵 S� Êi&}~g 施設会場部副委員長 久喜市立菖蒲中学校 久喜市菖蒲町上大崎ba!
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３ リーグ戦の⽇程（年間計画）およびその概要 ③−１ 年間計画表 
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③−２ リーグ戦に関わる⽤語の解説 
  ・ Prefectural League（PL） → 県リーグ（最⼤３階層） 

   ・ Regional League（RL）  → 地区リーグ（最⼤３階層） 
   ・ Winter Round        → １４歳以下のリーグ戦。 
   ・ Spring Madness           → 県リーグ⼊れ替え戦および地区リーグ上位チームによるチャン

ピオンシップを⾏う。 
   ・ Autumn Round            → １５歳以下のリーグ戦。 
   ・ Winter Madness           → U１５選⼿権県予選。 
   ・ チーム          → JBA にチーム登録した組織の単位 
   ・ ユニット         → リーグ戦にエントリーする組織の単位 
 
③−３ リーグ戦の流れ 
 リーグ戦の流れは次のようになる。 
 Ⅰ Winter Roundの所属リーグの決定 
 Ⅱ Winter Roundの実施。各リーグ順位の決定。 
 Ⅲ Winter Round の結果を受けて Spring Madnessの実施。 
  → PLは⼊れ替え戦を⾏い Autumn Roundでの所属リーグを決定し、RLはチャンピオンシップを実施

する。 
Ⅳ Autumn Roundの実施。各リーグ順位の決定。 
Ⅴ Autumn Roundの結果を受けて、Winter Madnessの実施。優勝チームが U１５選⼿権本選に出場。 

 
③−４ リーグ戦に関わるチームおよび選⼿のエントリーとその時期 

Ⅰ ユニットがどのリーグに所属するかは希望性である。その希望を受けて SBDL 運営事務局により所属
リーグを決定する。（詳しくは、５ 所属リーグの区分け⽅法と U１５選⼿権都道府県予選トーナメント
参加資格を参照） 

Ⅱ 新規登録期間 
 → ４⽉１⽇〜５⽉１０⽇が JBA のチーム登録および選⼿の登録時期。 
Ⅲ リーグ戦のユニットおよび選⼿のエントリー期間 
 → Winter Roundのユニットおよび選⼿のエントリーは１２⽉１⽇〜１２⽉８⽇。 
 → Autumn Roundのユニットおよび選⼿のエントリーは５⽉１５⽇〜６⽉５⽇。 
Ⅳ リーグ間移籍期間 
 → ８⽉２１⽇〜８⽉３１⽇の間のみ、選⼿の移籍を⾏うことができる。これ以外の選⼿の移籍は原則認

めない。 
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③−５ ２０１９年度リーグ戦における特別措置について 
 ２０１９年度のみ移⾏期間ということで特別な措置を講じる。 
 Ⅰ ２０１９年度の Autumn Roundは２０１８年度に⾏われた U１４秋季バスケットボール⼤会の結果を

参照する。地区リーグにおいても同様とする。 
 Ⅱ ２０１９年度の U１５選⼿権⼤会（全国⼤会）はプレ⼤会として位置づけられ、２０２０年３⽉に実施

する。２０２０年度の U１５選⼿権⼤会（全国⼤会）から本格実施となり、第１回⼤会を２０２０年１２
⽉に実施する。 

  → ２０１９年度の中学 3 年⽣は２０２０年３⽉、２０２０年度の中学３年⽣は２０２０年１２⽉の⼤
会に参加できるということ。 

 
③−６ 選⼿への配慮事項 
 Ⅰ オフシーズンを設置する。オフシーズンを設ける意図は、暑い時期の⼤会を避けることと、選⼿や指導

者が個やチームを⾒つめ直す時間の確保である。 
  → 埼⽟では、７⽉８⽉を試合のオフシーズンとして位置づけ、⼤会やリーグ戦を設定しな 

い。 
  → ここでいうオフシーズンとは完全休養という位置づけではなく、県の事業としてゲーム 

を設定しない期間である。 
  → 選⼿は「個を⾼める」「⾃分と向き合う」「ゲームに向けた準備」、指導者は「指導を⾒直 

す」「チームビルディングを⾒直す」「⾃⾝の研鑽」の期間として推奨する。 
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４ リーグ戦の種類と構造 および Winter Madness について 
④−１ リーグ戦の種類 

refecture league (ﾌﾟﾘﾌｪｸﾁｬｰﾘｰｸﾞ：以下ＰＬ)･･･県内全域での活動 

 名称 略称 区分 所属ﾁｰﾑ最大数 

県 

Champions league C 1部 10 （10ﾁｰﾑ×1ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

Premier league P 2部 20 （10ﾁｰﾑ×2ｸﾞﾙｰﾌﾟ並列） 

Super league S 3部 無限（希望次第、並列） 

 

Regional league（ﾘｰｼﾞｮﾅﾙﾘｰｸﾞ：以下ＲＬ）･･･4支部全域 or 11ﾌﾞﾛｯｸ全域での活動 

 名称 ﾌﾞﾛｯｸ 略称 区分 所属ﾁｰﾑ最大数 

東
部 

Champions league  Re-C 4部 10 （10ﾁｰﾑ×1ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

Premier league  Re-P 5部 20 （10ﾁｰﾑ×2ｸﾞﾙｰﾌﾟ並列） 

Super league 東部Ａ Re-SA 6部 無限（希望次第、並列） 

東部Ｂ Re-SB 

東部Ｃ Re-SC 

西
部 

Champions league  Rw-C 4部 10 （10ﾁｰﾑ×1ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

Premier league  Rw-P 5部 20 （10ﾁｰﾑ×2ｸﾞﾙｰﾌﾟ並列） 

Super league 西部Ａ Rw-SA 6部 無限（希望次第、並列） 

西部Ｂ Rw-SB 

西部Ｃ Rw-SC 

南
部 

Champions league  Rs-C 4部 10 （10ﾁｰﾑ×1ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

Premier league  Rs-P 5部 20 （10ﾁｰﾑ×2ｸﾞﾙｰﾌﾟ並列） 

Super league 南部Ａ Rs-SA 6部 無限（希望次第、並列） 

南部Ｂ Rs-SB 

南部Ｃ Rs-SC 

北
部 

Champions league  Rn-C 4部 10 （10ﾁｰﾑ×1ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

Premier league  Rn-P 5部 20 （10ﾁｰﾑ×2ｸﾞﾙｰﾌﾟ並列） 

Super league 北部Ａ Rn-SA 6部 無限（希望次第、並列） 

北部Ｂ Rn-SB 
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④−２ 各リーグ戦の構造 
 Ⅰ PL、RLのリーグの構造 

 

 
 ※ リーグの階層については、希望チーム数による変わる場合がある。 
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 Ⅱ Winter Madness 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④−３ 2019 年度 DL 地区割り⼀覧及び学校数⼀覧 
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５ 今後の予定 
・2019 年度 U15 カテゴリー事業説明会 
⽇時 2 ⽉ 16 ⽇（⼟）18：00〜20：00（17：30 受付開始） 
場所 鴻巣市⽴吹上中学校 体育館 
内容 リーグ戦（DL）、選抜事業（DC）等の説明 
注意点 
（１） 駐⾞場に限りがあるため原則、公共交通機関でお越しください。 
（２） 資料は、事前に埼⽟県バスケットボール協会 HP よりダウンロードしてご持参ください。 
（３） 当⽇、冷え込むことが予想されますので、防寒着のご準備をお願いします。 
（４） 校地内全⾯禁煙となっております。 
 
・リーグ戦代表者会議 
期⽇ ５⽉ 19 ⽇（⽇）15：00〜 
場所 埼⽟栄中学⾼等学校 体育館 
 


